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カラオケチャンピオン決
定戦入賞者の表彰

陸上自衛隊目達原駐屯地音楽部の演奏

ふわふわエア遊具にも順
番待ちの列

おなじみ山本譲一さんも熱唱

ミニＳＬの乗車も子どもたちに人気

クライマックスは「よかね神埼市民総踊り」

和菱焼酎やひしぼうろなどが当たる神埼物産抽選会

弁当や焼き鳥など食べ
物のブースも並ぶ

はたらく車両展示コーナーで消防車に乗って「ピース」

会場で緑の募金を呼びかける緑の少年団員

古いカメラやテレビ、

映写機などの展示も
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神埼産佐賀牛の販売コー
ナーには長い列

地元食材を使った鍋・釜料理のブース

ゴーバスターズはちびっ子たちのヒーロー

休憩テントで神埼の味を堪能する人たち

東日本大震災復興支援
を兼ねたバザーも好評

　

11
月
17
日
、
第
６
回
元
気
か
ん
ざ
き
市
民

交
流
祭
が
、
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区
中
央
支
所

と
神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
を
会
場

に
開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
市
民
が
イ
ベ
ン

ト
や
地
元
の
味
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

市
民
交
流
祭
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

﹁
神
埼
秋
の
収
穫
祭
﹂。
会
場
に
は
、
地
元
で

採
れ
た
食
材
を
使
っ
た
﹁
鍋
・
釜
料
理
﹂
を

は
じ
め
、
特
産
の
菱
の
皮
を
利
用
し
た
新
商

品
﹁
ひ
し
ぼ
う
ろ
﹂
と
菱
焼
酎
、
神
埼
産
佐

賀
牛
の
販
売
な
ど
特
色
あ
る
ブ
ー
ス
が
並
び

ま
し
た
。

　

午
前
中
、
あ
い
に
く
の
雨
空
で
肌
寒
い
天

気
で
し
た
が
、
温
か
い
鍋
物
は
大
人
気
。
ぜ

ん
ざ
い
、
豚
汁
、
カ
レ
ー
ス
ー
プ
、
だ
ご
汁

な
ど
メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
で
、
一
人
で
５
、
６

杯
食
べ
た
と
い
う
人
も
い
ま
し
た
。
ま
た
、

神
埼
産
佐
賀
牛
の
コ
ー
ナ
ー
は
販
売
前
か
ら

長
い
列
が
で
き
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
カ
ラ
オ
ケ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

決
定
戦
、
自
衛
隊
音
楽
部
の
演
奏
、
子
ど
も

た
ち
に
人
気
の
﹁
特
命
戦
隊
ゴ
ー
バ
ス
タ
ー

ズ
﹂シ
ョ
ー
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
供
向
け
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ミ

ニ
Ｓ
Ｌ
﹁
汽
車
ぽ
っ
ぽ
﹂、
ふ
わ
ふ
わ
エ
ア

遊
具
の
ほ
か
、﹁
は
た
ら
く
車
両
展
示
﹂
も

行
わ
れ
、
消
防
車
、
パ
ト
カ
ー
、
自
衛
隊
の

牽
引
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
に
乗
る
こ
と
が
で
き
た

子
ど
も
た
ち
は
満
足
げ
な
表
情
で
し
た
。

　

昼
過
ぎ
に
は
青
空
も
の
ぞ
き
、
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
は
﹁
よ
か
ね
神
埼
市
民
総
踊
り
﹂。

会
場
い
っ
ぱ
い
に
大
き
な
踊
り
の
輪
が
出
来

ま
し
た
。
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④

蒙
古
屋
敷
と
大
蛇
伝
説
の
巻

　

江
戸
時
代
、
肥
前
七
隈
と
呼
ば
れ

る
景
勝
地
だ
っ
た
西
郷
富
士
・
日
の

隈
山
の
南
に
広
が
る
神
埼
町
尾
崎
地

区
に
は
、
旧
石
器
時
代
か
ら
幕
末
・

近
代
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
遺
跡
や

伝
説
、
民
俗
芸
能
が
残
っ
て
い
て
、

こ
の
地
が
い
か
に
重
要
な
場
所
だ
っ

た
か
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

佐
賀
藩
の
砲
術
鍛
え
た
岩
田
台
場

習
は
日
の
隈
山
を
的
場
と
し
て
行
わ

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

岩
田
台
場
は
五
角
形
を
し
て
い

て
、
内
部
は
竹
林
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
に
大
砲
を
す
え
た
台
座
が

あ
る
か
は
、
未
調
査
の
た
め
不
明
で

す
。
岩
田
台
場
屋
敷
に
は
、
火
薬
庫

や
役
宅
な
ど
が
置
か
れ
、
南
に
は
砲

術
の
指
導
に
あ
た
っ
た
原
家
の
墓
が

あ
り
ま
す
。
幕
末
、
戊
辰
戦
争
で
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
佐
賀
藩
の
砲

術
は
、
確
か
に
こ
の
地
で
培
わ
れ
た

の
で
す
。

大
蛇
伝
説
に
ち
な
ん
だ
地
名
も

　

稲
穂
の
揺
れ
る
田
ん
ぼ
の
脇
を
南

へ
下
る
と
、
尾
崎
西
分
地
区
の
北
端

に
冠
者
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

尾
崎
の
西
分
と
東
分
に
は
二
年
に
一

度
行
わ
れ
る
櫛
田
宮
の
大
祭
の
太
神

楽
が
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

太
神
楽
も
蛇
を
か
た
ど
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
に
は
そ
の
昔
、
大
き
な
蛇

が
い
て
人
々
を
困
ら
せ
て
い
た
と
い

う
伝
説
が
残
り
、
地
名
と
深
い
関
わ

り
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
中
池
江

川
に
か
か
る
「
蛇
取
橋
」、
地
元
の

人
か
ら
「
ひ
も
の
き
で
ー
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
「
蛇
貫
堤
（
へ
び
ぬ
き
で

い
）」、
蛇
退
治
の
作
戦
会
議
の
場
所

「
野
寄
」、
蛇
の
し
っ
ぽ
が
出
た
「
尾

崎
」
な
ど
で
す
。

　

見
学
中
、
優
に
１
メ
ー
ト
ル
は
あ

ろ
う
か
と
い
う
蛇
の
脱
け
殻
を
見
つ

け
ま
し
た
。
さ
す
が
は
大
蛇
伝
説
の

地
。
こ
の
場
所
の
守
り
神
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。　

　

尾
崎
西
分
の
南
西
部
に
は
、
元
寇

の
折
に
捕
虜
と
な
っ
た
蒙
古
人
が
住

ん
だ
と
さ
れ
る
、「
蒙
古
屋
敷
」
と

呼
ば
れ
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
も
と

も
と
、
尾
崎
地
区
は
皇
室
領
荘
園
神

崎
荘
内
に
位
置
し
、
蒙
古
合
戦
の
恩

賞
地
と
し
て
１
２
９
７
年
に
河
野
通

有
（
こ
う
の
み
ち
あ
り
）
に
給
付
さ

れ
て
い
ま
す
。
河
野
通
有
は
、
有
名

な
蒙
古
襲
来
絵
詞
に
も
登
場
す
る
武

将
で
す
。
伝
承
と
し
て
の
蒙
古
屋
敷

は
、
こ
の
河
野
氏
の
屋
敷
で
は
な
い

か
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

尾
崎
焼
は
ど
こ
か
ら
？

　

蒙
古
屋
敷
の
周
辺
に
は
、
様
々
な

時
代
の
土
器
の
破
片
が
非
常
に
多
く

混
じ
っ
て
い
ま
す
。
地
元
で
は
、
蒙

古
屋
敷
に
住
ん
で
い
た
蒙
古
人
か
ら

焼
き
物
や
鳩
人
形
な
ど
の
人
形
づ
く

り
を
教
え
て
も
ら
っ
た
と
伝
わ
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

尾
崎
焼
の
起
源
は
他
に
も
、
豊
臣

秀
吉
の
接
待
に
使
わ
れ
た
土
器
の
製

に
古
い
歴
史
の
あ
る
焼
き
物
と
な
り

ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
今
で
は
尾
崎

焼
の
窯
元
は
１
軒
も
残
っ
て
い
ま
せ

ん
。
尾
崎
人
形
は
た
だ
１
人
、
髙
柳

政
廣
さ
ん
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

尾
崎
西
分
地
区
で
は
、
断
絶
し
た

尾
崎
焼
の
復
興
と
尾
崎
人
形
の
普
及

を
目
指
し
、
研
究
会
を
発
足
。
近
年

で
は
、
日
の
隈
窯
の
勝
田
文
博
さ
ん

が
尾
崎
焼
の
復
元
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
尾
崎
焼
の
焼

き
物
が
残
る
家
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
鍋
島
藩
か
ら
幕
府
へ

の
献
上
品
に
も
な
っ
た
故
郷
の
焼
き

物
を
今
一
度
見
つ
め
直
し
た
い
も
の

で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
役
所　

政
策
推
進
室

　

☎
３
７

－

０
１
２
１

※
詳
し
く
は
神
埼
市
デ
ジ
タ
ル

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
か
ん
ざ
き
＠
Ｎ

Ａ
Ｖ
Ｉ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

作
者
、
家
永
彦
三
郎

の
弟
が
尾
崎
に
移
り

住
み
焼
き
物
を
始
め

た
と
す
る
説
な
ど
が

あ
り
、
定
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

も
し
、
蒙
古
人
が

伝
え
た
と
す
る
と
、

佐
賀
県
内
で
も
非
常

▲岩田台場の内部

▲蒙古屋敷伝承地の樟大明神

岩田台場

日の隈山

JR

原就本の
　　　墓

蒙古
屋敷跡

蛇塚
蛇取橋
蛇貫堤

冠者神社

31

西郷保育園西郷保育園

　

日
の
隈
公
園
か
ら
南
へ
の
び
る
桜

並
木
を
横
切
る
よ
う
に
、
古
代
官
道

「
西
海
道
」
が
通
っ
て
い
ま
す
。
奈

良
時
代
、
大
宰
府
と
肥
前
を
結
ん
だ

こ
の
道
を
西
へ
進
む
と
、
岩
田
台
場

が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
こ
は
江
戸
時

代
、
佐
賀
藩
・
蓮
池
藩
の
砲
術
演
習

場
で
し
た
。
周
辺
に
は
鉄
砲
座
が
置

か
れ
た
と
伝
わ
る
場
所
も
あ
り
、
演
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◎申込・問い合わせ先　　神埼市役所　政策推進室　☎37－0121　FAX52－1120

政策推進室

から 神埼市は歴史文化遺産を活かしたまちづくりを進めています
地域おこし研究会・勉強会だより Vol. ４

◎尾崎焼研究会
　尾崎焼の歴史は、定かではありませんが、『葉隠』には「豊
臣秀吉が名護屋に向かう途中、大和町の尼寺付近で、住民よ
り土器に並べた握飯の接待を受けました。秀吉はその握り飯
と土器を褒め、土器の作者であった家永彦三郎を名護屋に呼び
御朱印を授けました。その後、彦三郎は柳川に移り窯を開き、
その弟である長右衛門が佐賀の高木瀬で、その子孫が神埼の尾
崎に移り焼物づくりを行っ
た」と伝えています。（そ
の他にも説があります）
　この説を確認するため第
５回尾崎焼研究会は、尾崎
焼との関係がある柳川市の
蒲池窯の視察研修を計画さ
れています。

◎神埼荘と平氏勉強会
　前回までに、神埼荘の「津」や当時の海岸線など
の検討と現地聞取り調査などを行いました。勉強会
では、３月までにこの成果をパンフレットとしてま
とめる作業を進めていくことになりました。
　勉強会では、今後、活動組織づくりを進め、神埼
のことを学び、その成果を市民の方や市外から神埼
へ訪れられる方へ
の語り部を担う取
組を目的に活動を
していくこととな
りました。
　市民の皆さまの
多くのご参加をお
願いします。

第７回現地体験学習会（神埼まちあるき）のご案内
　　　「勢福寺城跡見学会」を開催

○日　　時　　12月９日（日）　
　　　　　　　※雨天時：12月22日（土）に延期
○受　　付　　午前９時　受付開始
○見　　学　　９時30分　出発
　　　　　　　15時00分　終了（予定）
○集合場所　　城原地区公民館　駐車場
○注意事項
　・全コース、徒歩による見学です。
　・長時間歩くことのできる靴・服装でご参加ください。
　・昼食、飲物、帽子、雨具などをご準備ください。
○参加申込
　12月５日までに、神埼市役所政策推進室までお申し込み
ください。

蒲田津に残る「荒籠」尾崎西分公民館に保管されている尾崎焼

神
埼
塾
講
座
の
専
門
講
座

古
文
書
講
座
が

 

始
ま
り
ま
し
た

　

生
き
た
歴
史
が
綴
ら
れ
て
い
る
古
文

書
を
解
読
で
き
る
人
材
を
育
て
る
た
め

に
、
11
月
か
ら
３
月
ま
で
の
期
間
で
古

文
書
講
座
基
礎
編
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
回
は
、
佐
賀
県
立
博
物
館
学
芸

員
の
浦
川
和
也
先
生
に
よ
り
、
名
護
屋

城
に
係
る
「
秀
吉
」
か
ら
「
お
ね
」
に

宛
て
た
手
紙
を
テ
キ
ス
ト
に
、「
古
文

書
か
ら
ど
ん
な
こ
と
が
分
か
る
の
か
、

古
文
書
が
読
め
る
よ
う
に
な
る
と
楽
し

い
で
す
よ
」
と
、
古
文
書
講
座
の
導
入

の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

※
古
文
書
講
座
に
つ
い
て
の
申
込
・
問

い
合
わ
せ
は
、
下
記
連
絡
先
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

『神埼和菱焼酎』
年末年始限定販売

○数　量　200本（平成23年度醸造分）
○時　期　12月１日から
　　　　　　　平成25年１月31日まで
　　　　　（土日祝日、12/30～1/5を除く）
○価　格　１本 2,500円（税込）
　　　　　（原酒41度、370ml）
◎販売・問い合わせ先

　田中酒造合資会社
　（佐賀市蓮池町大字小松338）
　☎97－1111　FAX97－1162


